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─ George Herbert の宗教抒情詩を読む
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I.　は　じ　め　に

















〈受肉〉の表象─ George Herbert の宗教抒情詩を読む
通奏低音のように響く別のテーマが流れていることを指摘したい。問題は
最初の 2 つの連。まず先に第 2 連を考える。バラの短命をうたったこの連
は，美術史でいう “vanitas” のテーマをも想わせる。“Bids the rush gazer 
wipe his eye” （6） は，あるいは，情熱的な一時の恋（または青春）（のは
かなさ）をも暗示していよう。が，同じこのバラのもつ宗教的寓意に留意
するならば （e.g. Carlo Crivelli および Bernardino Luini などの『聖母子』），
キリストの受難（ゴルゴタ）の場面との重層性を指摘できるかもしれない。










ことは言うまでもない （Eph. 5 : 31-33）。また，それは，必然的にキリス














　神による人間の創造時のことが，神を語り手として物語られる，4 連 20 
行の短詩。内容を要約すると，神は最初，人間に “strength,” “beautie,” 






 Let him be rich and wearie, that at least,
 If goodnesse leade him not, yet wearinesse 








〈受肉〉の表象─ George Herbert の宗教抒情詩を読む
にはこの言葉は一切出てこないし，これを暗示する表現も曖昧である。従
来の先行研究では「人間の “restlesse” （17） な状態＝（その人間自体を神の
















れたことがある［また，J. Hollander & F. Kermode の注釈が参考になる］）。
このような解釈の傍証として，もう一つ，“The Pearl. Matt. 13.45” が極め
て示唆的であることを付け加えておきたい（「学問」「名誉」「喜び」を手
に入れた語り手が，しかし，それらのゆえにではなく，唯一天から下され




〈受肉〉の表象─ George Herbert の宗教抒情詩を読む
IV.　むすびにかえて
　Herbert の「受肉」に関するイメージ，とりわけ “The Pulley” （“Justice 
（II）”, “The Pearl”, etc.） のそれは，もう一つ，重要な表象性をもっている
ことを提案したい。それは，「（律法ではなく）信仰による義」というテー
マ （Rom. 3 : 20-24） である。パウロが語ったこの信仰観は，単に「素朴な
信仰によって誰でも救われる」という教えにとどまらず，その信仰のあり
よう（出自）を問う時，極めてシリアスな（あの聖アウグスティヌスに遡
る）問題を提起することになる。“The Holdfast” という詩が物語る通り，
Herbert もまたこの問題に関し楽天的ではなかった。Herbert が上述の幾
つかの詩で描いた「受肉」の比喩は，ただ上方から下されるだけで，（と
りわけ「釣瓶」のそれでは）人間はただそれにすがって引き上げてもらう
ほか術がない。言い換えれば，「救済」にあたって，人間的な所作は一切
関係ない。この詩人は，宗教的な「赦し」の問題に自ら関与しようとする
自我に「罪」を看ている（“The Holdfast” 6-10）。わたしたちがここで検
討した「受肉」に関する比喩は，救済における「神の愛」のみでなく，「人
間の無力（の認識の大切さ）」をも暗示しているのではないか。
　これらの詩はルネサンス以降の近代化の深まりの中，キリスト教を含む
伝統的価値観が根底から揺さぶりをかけらている時期に書かれたものであ
る。人間がもつ固有の力に対する希望や信頼が溢れると同時に，その力へ
の過信や驕りに対する危惧も強くあった。Herbert の「受肉」に関する比
喩は，確かに新約的な神の救いを巧みに表象している。しかし，同時に，
わたしたちはこれらの比喩がもつ，人間の「驕り」に対する（ある意味で
厳しい）警鐘にも注意すべきなのではないか。
